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キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
は
、キ
ャ
ニ
オ
ン
（
渓

谷
）
で
遊
ぶ
フ
ラ
ン
ス
発
祥
の
リ
バ
ー
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

　

ロ
ー
プ
を
使
っ
て
下
降
し
た
り
、
岩
の

上
か
ら
水
面
へ
ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
、
滝
を

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
の
よ
う
に
滑
っ

た
り
、
泳
い
だ
り
、
プ
カ
プ
カ
浮
か
ん
だ

り
、
と
渓
谷
の
自
然
を
利
用
し
た
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

　

滑
床
渓
谷
は
長
年
の
浸
食
に
よ
っ
て
岩

肌
が
滑
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
天
然
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
が
い
た
る
と
こ

ろ
で
楽
し
め
る
世
界
屈
指
の
キ
ャ
ニ
オ
ニ

ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
26
日
、 

27
日
に
は
「
滑
床
ア
ウ
ト
ド

ア
フ
ェ
ス
２
０
１
４
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

松
野
町
滑
床
渓
谷
﹁
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
﹂

四
万
十
川
流
域
の
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ニ
ュ
ー

が
体
験
で
き
る
ほ
か
、
ロ
ー
プ
木
登
り
や

キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
の
体
験
も
で
き
ま
す
。
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町イチ！村イチ！2014 開催される
全国から342町村が東京に集結！
～本県からは松前・松野・鬼北が出店～

１／11・12　東京国際フォーラムで

　

全
国
9
2
9
町
村
の
う
ち
、
3
4
2
町
村
の
“
イ
チ
押

し
”
が
集
ま
る
物
産
イ
ベ
ン
ト
「
町
イ
チ
！
村
イ
チ
！

2
0
1
4
」（
主
催
：
全
国
町
村
会
）
が
、
1
月
11
日
㈯
・

12
日
㈰
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催

さ
れ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
各
町
村
自
慢
の
特
産
品
の
展
示
・
販

売
・
郷
土
芸
能
の
披
露
や
飲
食
物
の
販
売
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、震
災
復
興
に
取
り
組
む
町
村
の
様
子
や
ま
ち
づ
く
り
団

体
等
の
活
動
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
移
住
・
定
住
を
テ
ー
マ
に

し
た
コ
ー
ナ
ー
や
、新
た
に
開
発
さ
れ
た
特
産
品
や
新
商
品

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
。

　

今
回
は
、
2
日
間

で
約
₅
₂
，
0
0
0

人
の
来
場
者
と
な
り

展
示
・
販
売
コ
ー

ナ
ー
に
は
3
1
0
の

ブ
ー
ス
が
並
び
、
約

2
6
0
0
種
類
の
特

産
品
が
出
品
。「
町

イ
チ
！
村
イ
チ
！
食

堂
」
で
は
、
54
町
村

の
郷
土
料
理
が
販
売

さ
れ
た
ほ
か
、
ご
当

地
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」

マ
ス
コ
ッ
ト
が
約

1
4
6
体
も
登
場
し

た
。

　

な
お
、
本
県
か
ら

は
松
前
町
、
松
野
町

及
び
鬼
北
町
が
出

店
。
ま
た
伊
方
町
は

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
た
。
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展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー

　

展
示
ホ
ー
ル
（
5
，0
0
0
㎡
）
に
は
、

北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
北
信
越
・
東
海
、

近
畿
、
中
国
・
四
国
、
九
州
の
七
つ
の
エ

リ
ア
に
分
か
れ
て
展
示
・
販
売
ブ
ー
ス
が

並
ん
だ
。

　

前
回
は
、展
示
ホ
ー
ル
1
（
3
，0
0
0

㎡
）
し
か
確
保
し
な
か
っ
た
た
め
、
90
㎝

×
90
㎝
と
い
う
限
ら
れ
た
展
示
・
販
売
ス

ペ
ー
ス
と
な
り
、
出
展
町
村
等
か
ら
、
広

い
会
場
と
十
分
な
展
示
・
販
売
ス
ペ
ー
ス

を
望
む
声
が
多
数
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

回
は
、
展
示
ホ
ー
ル
全
体
（
5
，
0
0
0

㎡
）
を
確
保
し
、
2
ｍ
×
2
ｍ
の
対
面
式

の
展
示
・
販
売
ブ
ー

ス
で
展
開
。
3
1
0

町
村
分
の
展
示
・
販

売
ブ
ー
ス
の
出
店
が

可
能
と
な
っ
た
。

　

各
展
示
・
販
売

ブ
ー
ス
で
は
、
の
ぼ

り
旗
や
Ｐ
Ｏ
Ｐ
等
ご

当
地
な
ら
で
は
の
装

飾
に
彩
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
出
展
町
村
が

展
示
方
法
に
工
夫
を

凝
ら
し
、
大
盤
振
る
舞
い
の
試
飲
・
試
食

や
地
元
特
産
品
を
懐
か
し
む
方
な
ど
、
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

今
回
2
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
「
町
イ

チ
！
村
イ
チ
！
2
0
1
4
」
は
、
前
回
を

大
き
く
上
回
る
₅
₂
，
0
0
0
人
の
来
場

と
な
っ
た
。

　

町
村
に
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
「
宝
」

が
眠
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
町
村
に

と
っ
て
、
ご
く
普
通
の
も
の
が
、
都
会
の

人
に
は
お
宝
だ
っ
た
と
、
町
村
の
す
ば
ら

し
い
魅
力
を
都
会
の
人
々
に
訴
え
る
絶
好

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

2014
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第
２
回
定
例
会
を
開
催

県
町
村
議
長
会　

　

平
成
25
年
度
第
2
回
定
例
会
が
、
1
月

31
午
前
10
時
30
分
か
ら
「
県
自
治
会
館
会

議
室
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
関
本
会
長
、

土
居
副
会
長
、
瀧
野
監
事
、
山
口
砥
部
町

議
長
、
下
野
内
子
町
議
長
、
吉
川
伊
方
町

議
長
、
松
浦
鬼
北
町
議
長
及
び
山
下
愛
南

町
議
長
の
8
町
議
長
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
、
次
項
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。

₁　

開　

会

₂　

挨　

拶　
　

関
本
会
長

₃　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　
　

次
の
と
お
り
指
名
し
た
。

　
　
　

山
口
砥
部
町
議
長

　
　
　

松
浦
鬼
北
町
議
長

₄　

報　

告

　

⑴　

行
事
関
係
に
つ
い
て

　

⑵　

請
願
・
意
見
書
等
に
関
す
る
定
例

報
告
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
説
明
が
あ
り
、
一

同
了
承
。

₅　

協　

議

　

⑴　

平
成
24
年

度
一
般
会
計

及
び
特
別
会

計
決
算
に
つ

い
て

　
　
　

事
務
局
か

ら
、
内
容
説

明
が
あ
り
一

同
了
承
。
原

案
の
と
お
り

定
期
総
会
に

提
出
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

⑵　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算（
案
）

に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
①
会
費
の
分
賦
方

法
②
予
算
案
③
会
費
の
納
入
時
期
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
一
同
了
承
。
原

案
の
と
お
り
定
期
総
会
に
提
出
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑶　

平
成
26
年
度
共
済
事
業
特
別
会
計

予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
内
容
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
。
原
案
の
と
お
り
定
期
総

会
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑷　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
伝
達

に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
内
容
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
し
た
。

　

⑸　

第
65
回
定
期
総
会
の
開
催
要
領
に

つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、①
総
会
次
第
（
案
）

②
役
割
分
担
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
一
同
了
承
し
、
定
期
総
会
に
提

出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　

な
お
、昨
年
に
続
き
今
回
も
、議
事
終

了
後
に
県
町
村
会
と
合
同
で
式
典
（
来

賓
祝
辞
）
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

₆　

そ
の
他

　

①　

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に

つ
い
て

　

②　

第
55
回
四
国
地
区
議
長
会
研
修
会

日
程
等
（
案
）
に
つ
い
て

　

③　

次
回
定
例
会
に
つ
い
て

　

④　

そ
の
他

　
　

順
次
、事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、一

同
了
承
し
た
。

　

県
町
村
会
は
、
1
月
27
日
鬼
北
町
役
場

で
「
平
成
25
年
度
第
4
回
全
員
連
絡
会
」

を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
白
石
会
長
、
稲
本
副
会
長
、

髙
野
監
事
、
上
村
上
島
町
長
、
佐
川
砥
部

町
長
、
山
下
伊
方
町
長
、
阪
本
松
野
町
長
、

甲
岡
鬼
北
町
長
及
び
清
水
愛
南
町
長
の
全

町
長
が
出
席
。

　

会
議
は
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

₁　

開　

会

₂　

あ
い
さ
つ　
　

白
石
会
長

₃　

協　

議

　

⑴　

愛
媛
県
市
町
振
興
課
か
ら
の
連
絡

事
項
に
つ
い
て

　
　
　

信
夫
県
市
町
振
興
課
長
か
ら
、当
面

の
諸
課
題
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

⑵　

平
成
24
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
　

①　

愛
媛
県
町
村
会
一
般
会
計
決
算

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、定
期
総

会
に
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
　

②　

㈶
全
国
自
治
協
会
愛
媛
県
災
害

共
済
支
部
決
算

　
　

③　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

愛
媛
県
支
部
決
算

　
　
　

事
務
局
か
ら

説
明
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
認
定

す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

　

⑶　
「
愛
媛
県
町

村
会
災
害
見
舞

金
に
関
す
る
規

程
」
の
制
定
に

つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら

説
明
が
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
決
定

し
た
。

　

⑷　

平
成
26
年
度
事
業
計
画
及
び
本
会

会
費
の
分
賦
方
法
並
び
に
予
算
に
つ

い
て

　
　

①　

事
業
計
画

　
　

②　

本
会
会
費
の
分
賦
方
法

　
　

③　

愛
媛
県
町
村
会
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明

が
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
定
期
総

会
に
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
　

④　

愛
媛
県
町
村
会
特
別
会
計
予
算

　
　

⑤　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

愛
媛
県
支
部
予
算

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が

あ
り
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　

⑸　

本
会
第
67
回
定
期
総
会
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、原
案
の

と
お
り
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
　
　

な
お
、昨
年
度
に
続
き
今
回
も
、議

事
終
了
後
に
議
長
会
と
合
同
で
式
典

（
来
賓
祝
辞
）
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

⑹　

そ
の
他

　
　

①　

自
民
党
県
議
会
議
員
と
県
内
市

町
長
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

　
　

②　

国
外
の
先
進
自
治
体
視
察
研
修

に
つ
い
て

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明

が
あ
り
、
了
承
し
た
。

　
　

③　

次
回
の
本
会
全
員
連
絡
会
開
催

に
つ
い
て

　
　
　

次
回
の
全
員
連
絡
会
は
、
正
副
会

長
に
一
任
さ
れ
た
。

　
　

な
お
、
協
議
終
了
後
、
鬼
北
町
内
の

公
共
施
設
を
視
察
し
た
。

第
67
回
定
期
総
会
に
向
け
て

第
４
回
全
員
連
絡
会　
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町村会・議長会　定期総会順序
平成26年２月24日（月）　　於 「松山全日空ホテル」

愛媛県町村会　第67回定期総会
本館4階　ルビールーム

愛媛県町村議会議長会　第65回定期総会
本館4階　ダイヤモンドボールルーム

₁　開会のことば	 　〈15時30分～〉
₂　会長あいさつ
　　　　愛媛県町村会長
₃　全国町村会長祝辞
　　　　全国町村会長【代理】
₄　議　事
　⑴　平成25年会務報告
　⑵　平成24年度愛媛県町村会
　　　　　　　　一般会計歳入歳出決算
　⑶　平成26年度愛媛県町村会
　　　　　　　　事業計画
　⑷　平成26年度愛媛県町村会
　　　　　　　　会費の分賦方法
　⑸　平成26年度愛媛県町村会
　　　　　　　　一般会計予算
　⑹　平成26年度愛媛県町村会
　　　　　　　　特別会計予算
₅　閉　会
	 　　〈16時20分〉

₁　開会のことば　	 〈15時30分～〉
₂　会長あいさつ
　　　　愛媛県町村議会議長会会長
₃　全国町村議会議長会表彰伝達
₄　会議録署名人の指名
₅　議　事
　⑴　会務報告
　⑵　平成24年度愛媛県町村議会議員
　　　共済事業　特別会計　決算
　⑶　平成26年度愛媛県町村議会議員
　　　共済事業　特別会計　予算
　⑷　平成24年度愛媛県町村議会議長会
　　　　　　　　一般会計　決算
　⑸　平成26年度愛媛県町村議会議長会
　　　　　　　　会務運営方針及び事業計画
　⑹　平成26年度愛媛県町村議会議長会
　　　　　　　　会費の分賦方法
　⑺　平成26年度愛媛県町村議会議長会
　　　　　　　　一般会計　予算
6　閉会のことば
	 〈16時20分〉

○　来賓祝辞　南館4階　エメラルドルーム〈16時30分～ 17時00分〉
　１　愛媛県知事
　２　愛媛県議会議長
　３　来賓紹介（愛媛県市町振興課長・全国町村会長代理）

○　意見交換会　南館4階　エメラルドルーム〈17時10分～ 19時10分〉
　１　愛媛県知事及び愛媛県議会議長
　２　愛媛県市町振興課長及び全国町村会長	代理	行政部長
　３　県下町長及び町議会議長

 

都
道
府
県
町
村
会

 　

正
副
会
長
交
流
会
開
く

　

全
国
町
村
会
は
、
1
月
23
日
全
国
町
村

会
館
で
「
都
道
府
県
町
村
会
正
副
会
長
交

流
会
」
を
開
催
し
た
。
本
会
か
ら
は
白
石

会
長
、
稲
本
副
会
長
及
び
事
務
局
長
が
出

席
し
た
。

　

会
議
は
、
藤
原
全
国
町
村
会
長
の
挨
拶

に
始
ま
り
、来
賓
の
関
口
総
務
副
大
臣
、蓬

全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
か
ら
祝
辞
が
あ

っ
た
。

　

次
い
で
、
自
治
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ

た
後
に
、
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

教
授
の
藤
井
聡
氏
か
ら
「
日
本
再
生
に
向

け
て
の
列
島
強
靱
化
論
」
と
題
す
る
講
演

を
聴
講
。

　

最
後
に
都
道
府
県
町
村
会
の
正
副
会
長

等
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
盛
会
に
終
了

し
た
。
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町
村
議
長
会
事
務
局
か
ら
、
リ
レ
ー
随

想
の
お
話
し
が
あ
り
、
少
々
戸
惑
い
な
が

ら
ペ
ン
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　

元
来
、
こ
れ
と
い
っ
た
趣
味
も
な
く
、皆

で
酒
を
酌
み
交
わ
す
の
が
せ
い
ぜ
い
と

い
っ
た
私
で
す
の
で
随
想
に
は
程
遠
い
の

で
す
が
、日
々
頭
を
よ
ぎ
る
我
が
町
へ
の
思

い
を
書
き
記
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
伊
方
町
は
四
国
唯

一
の
原
子
力
の
町
と
し
て
、
近
年
は
発
電

所
と
共
に
町
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
の
伊
方
町
は
、
佐
田
岬
半

島
と
い
う
厳
し
い
地
勢
か
ら
、
陸
の
孤
島

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
寒
村
で
し
た
。

　

そ
れ
が
、
発
電
所
の
立
地
に
伴
い
、
町

民
の
就
業
先
が
大
き
く
拡
が
り
、
商
工
業

も
発
電
所
の
需
要
に
寄
り
か
か
る
形
で
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
野
球
チ
ー
ム
に
た
と

え
る
と
、
強
力
な
4
番
バ
ッ
タ
ー
に
支
え

ら
れ
た
ワ
ン
マ
ン
チ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
一
変
さ
せ
た
の

が
、
東
日
本
大
震
災
で
あ
り
、
福
島
第
一

発
電
所
の
過
酷
事
故
で
し
た
。
刻
々
と
伝

え
ら
れ
る
衝
撃
的
な
映
像
に
、
日
本
中
が

固
唾
を
呑
ん
で
見
入
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
伊
方
町
の
原

子
炉
も
す
べ
て
停
止
し
、
先
行
き
の
見
え

な
い
ま
ま
、
日
増
し
に
冷
え
込
ん
で
い
く

町
の
現
実
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
折
、
漁
業
を
営
む
議
員
か

ら
離
島
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
跳
ね
返
し
、

地
場
産
業
の
復
興
を
果
た
し
た
町
が
あ

る
。
若
い
起
業
家
も
多
数
生
ま
れ
て
お
り
、

何
か
学
べ
る
も
の
が
あ
る
は
ず
だ
と
の
声

が
あ
り
、
現
状
を
打
開
し
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
全
議
員
で
そ
の
地
（
隠
岐
郡
海
士

町
）
を
訪
ね
ま
し
た
。
同
町
は
、
島
根
県
の

沖
合
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
島
で
す
が
、
そ
こ

で
は
島
外
か
ら
多
様
な
人
材
を
受
け
入

れ
、
島
民
に
無
か
っ
た
発
想
で
、
実
に
斬
新

な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
新
た
な
冷
凍
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ａ

Ｓ
）に
よ
る
水
産
加
工
技
術
の
改
革
や
地
域

教
育
の
再
生
事
業
、こ
れ
ら
に
派
生
し
た
定

住
促
進
対
策
に
は
目
を
瞠
る
も
の
が
あ
り
、

多
く
の
ヒ
ン
ト
と
我
が
町
も
き
っ
と
や
れ

る
と
い
う
勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

伊
方
町
が
、
再
び
原
子
力
の
町
と
し
て

歩
む
か
否
か
は
、
国
の
判
断
を
待
ち
、
議

論
を
尽
く
し
て
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す

随想随想随想

﹁
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な
ま
ち
へ
﹂

 

伊
方
町
議
会
議
長　

吉
　
川
　
保
　
吉
　

が
、
強
力
な
4
番
バ
ッ
タ
ー
に
頼
る
だ
け

で
な
く
、
農
・
漁
・
商
の
3
拍
子
が
揃
っ

た
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な
ま
ち
へ
歩
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

（隠岐郡海士町にて）
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全
国
監
査
委
員
協
議
会
定
期
総
会

監
査
機
能
の
充
実
と
体
制
強
化
を
！　

　

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
の
「
第
23

回
定
期
総
会
」
が
、
1
月
17
日
、「
全
国
町

村
議
員
会
館
会
議
室
」
で
開
催
さ
れ
、
関

係
県
の
会
長
、
事
務
局
長
ら
約
60
人
が
出

席
。
本
県
か
ら
は
上
甲
会
長
（
鬼
北
町
代

表
監
査
委
員
）
及
び
事
務
局
長
が
出
席
し

た
。

　

総
会
は
、
桝
田
会
長
（
徳
島
県
那
賀
町

代
表
監
査
委
員
）
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、

左
記
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

₁　

議
長
選
出

　
　

新
屋
敷
鹿
児
島
県
会
長
を
選
出
。

₂　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

₃　

議　

事

日
程
第
2　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

　
　

会
長
か
ら
一
年
間
の
会
務
の
状
況
の

報
告
が
あ
っ
た
。

日
程
第
3　

承
認
第
1
号
「
平
成
24
年
全

国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
決
算
」

　

事
務
局
か
ら
決
算
説
明
が
あ
り
、
異
議

な
く
承
認
さ
れ
た
。

日
程
第
4　

議
案
第
1
号
「
平
成
26
年
度

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
事
業
計
画

及
び
予
算
」
を
議
決

日
程
第
5　

議
案
第
2
号
「
監
査
機
能
の

強
化
に
関
す
る
要
望
」
を
原
案
の
と
お

り
決
定
。

日
程
第
6　

議
案
第
3
号

　
「
決
議
」を
原
案
の
と

お
り
決
定
。

日
程
第
7　

協
議
第
1
号

　
「
実
行
運
動
方
法
」を

決
定
。

　

な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、

「
地
方
公
共
団
体
の
監
査

制
度
に
関
す
る
研
究
会
報

告
書
」
に
つ
い
て
、
総
務

省
の
泉
水
監
査
制
度
専
門

官
か
ら
の
講
演
を
聴
講
し

た
。

　

ま
た
、
総
会
前
日
の
16

日
に
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
、

事
務
局
長
が
出
席
。
総
会

提
出
案
件
の
事
前
協
議
を

行
っ
た
。

決　　　議

　われわれ町村監査委員は、厳しい町村財政の中、行政に対
する住民の信頼を確保し、透明性のあるものとしていくた
め、日々研鑚を積み努力を重ねている。
　しかしながら、町村における監査体制は、その課せられた
義務と責任を十分に果たすには厳しい現状にある。
　このため、研修、事務局体制の充実強化をはじめ、監査活
動費の確保等監査機能の充実強化が緊急の課題である。
　本日、ここに「全国町村監査委員協議会第23回定期総会」
を開催し、町村監査委員相互の緊密な連携のもと、決意を新
たに、下記事項の早期実現に向け、組織を挙げて邁進するこ
とを表明する。

記
₁　監査機能の充実と監査体制を強化するため、監査事務局
体制を整備する。
₂　監査の充実を期するため、必要な監査活動費を確保し、
監査委員の職務にふさわしい報酬とする。
₃　全国の町村監査委員の声を結集するため、未加入団体の
全国協議会への早期加入を促進する。
　　以上、決議する。
　　　平成26年１月17日
	 全国町村監査委員協議会 第23回定期総会　

監査機能の強化に関する要望

　すべての地方公共団体が自ら責任ある監査を実施するため、
監査の独立性・専門性をさらに強化する必要がある。よって、下
記事項の実現を強く要望する。

記
₁　監査委員事務局の強化
　　監査委員事務局は、監査委員に当然に付帯するものとして、
市町村についても設置を法律で明確に規定すること。

₂　監査委員の独立性の確保
　　監査の独立性を図るため、監査委員は議会において選任で
きるようにすること。

₃　町村の実情に応じた監査制度の検討
　　監査制度の見直しにあたっては、町村の実情を踏まえた実
効性のある制度となるよう、検討すること。

　　　平成26年１月17日
	 全国町村監査委員協議会 第23回定期総会　

第23回定期総会日程
日　時　平成26年１月17日（金）　午前10時開会
場　所　全国町村議員会館　２階会議室
〔講　演〕　演　題　「地方公共団体の監査制度に関する　　
	 研究会報告書」
　　　　　　　　　　総務省自治行政局行政課
　　　　　　　　　　　　監査制度専門官　泉水克規　氏
〔議　事〕　日程第１　議事録署名人の指名
　　　　　日程第２　報告第１号　会務報告
　　　　　日程第３　承認第１号　平成24年度決算
　　　　　日程第４　議案第１号　
　　　　　　　　　　　平成26年度事業計画及び収支予算
　　　　　日程第５　議案第２号　
　　　　　　　　　　　監査機能の強化に関する要望
　　　　　日程第６　議案第３号　決議
　　　　　日程第７　協議第１号　実行運動方法（案）
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リ
ケ
ジ
ョ
の
成
果

　

一
月
末
と
云
え
ば
、
年
間
を
通
し
て
一

番
寒
さ
厳
し
い
時
期
。
伊
予
路
に
春
を
知

ら
せ
る
「
椿
さ
ん
」（
愛
媛
三
大
祭
り
の
一

つ
・
松
山
市
の
伊
予
豆
比
古
命
神
社
：
椿

神
社
）
が
、
今
年
は
2
月
6
・
7
・
8
日

の
3
日
間
（
旧
暦
1
月
8
日
を
例
祭
日
に

前
後
3
日
間
）
開
か
れ
る
。
昔
か
ら
寒
さ

も
こ
の
「
椿
さ
ん
」
ま
で
と
言
わ
れ
、
毎

年
こ
の
頃
に
な
る
と
一
段
と
寒
さ
が
厳
し

く
な
る
。
し
か
し
、
今
年
は
酷
寒
と
4
月

ご
ろ
の
陽
気
と
併
せ
た
日
々
。
極
端
な
寒

暖
は
、
三
寒
四
温
と
も
違
う
変
な
天
候
で

あ
る
。
2
月
に
入
れ
ば
、
一
気
に
寒
さ
が

戻
っ
て
来
る
は
ず
、「
椿
さ
ん
」
に
外
れ
は

な
い
…
。

　

今
、
地
震
は
日
本
列
島
の
何
処
か
で
毎

日
起
っ
て
い
る
。
昨
今
の
よ
う
に
天
候
が

例
年
の
と
お
り
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
う
ち

大
地
震
が
起
こ
る
の
で
は
と
マ
ジ
に
想
う
。

ま
た
、
発
生
確
率
が
高
ま
る
現
在
で
は
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
が
メ

デ
ィ
ア
で
や
た
ら
目
に
留
ま
る
。
勿
論
、
常

に
危
機
意
識
は
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、巨
大
と
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
「
自
助
」
が

一
番
で
あ
る
事
を
十
分
承
知
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
て
、今
年
の
新
成
人
は
、
1
2
1
万
人

で
あ
る
。
総
人
口
の
0
・
95
％
と
昨
年
よ
り

約
10
万
人
減
、
昭
和
43
年
以
来
最
小
数
で

あ
っ
た
。

　

日
本
の
平
均
年
齢
は
、
確
か
40
歳
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
者
の
増
加
は
確
実

な
数
で
移
行
す
る
。
先
々
を
こ
の
狭
い
国

土
に
海
外
か
ら
の
移
民
案
は
、
国
民
性
も

考
慮
し
、
既
に
少
子
化
に
対
し
て
積
極
的

に
移
住
政
策
を
展
開
し
た
国
々
の
結
果
を

学
習
し
、
真
剣
に
精
査
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

我
が
国
は
、
太
古
の
昔
か
ら
大
き
な
争

い
と
狩
猟
、
略
奪
よ
り
も
静
か
に
水
田
を

守
り
稲
作
と
山
の
幸
・
海
の
幸
で
生
計
を

今
日
ま
で
続
け
て
き
た
（
不
幸
に
も
一
時

期
、
戦
争
に
遭
遇
）。
是
非
と
も
今
世
紀

は
、
老
若
男
女
皆
が
結
束
、
ハ
イ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
駆
使
、
少
数
精
鋭
で
。
諸
外
国

へ
は
正
々
堂
々
と
事
実
を
説
明
し
、
真
の

理
解
を
深
め
る
。
自
国
利
益
と
協
調
性
の

な
い
各
工
作
の
み
に
走
る
国
に
臆
す
る
こ

と
な
ど
皆
無
。
利
を
求
め
ず
発
展
途
上
国

へ
は
、
出
来
る
限
り
各
般
に
わ
た
り
支
援
・

協
力
す
る
国
で
あ
り
た
い
。

　

日
本
の
子
供
達
は
、
諸
外
国
と
比
べ
、
全

て
の
能
力
が
平
均
で
優
れ
た
ラ
イ
ン
に
位

置
し
て
い
る
。
新
成
人
は
そ
の
一
階
層
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
す
べ
き
で
あ
る
。
因
み

に
一
般
社
会
人
の
能
力
も
他
国
よ
り
平
均

で
一
段
と
優
れ
て
い
る
結
果
が
出
て
い
る

こ
と
も
知
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
頂
点
の

一
つ
と
し
て
、こ
の
度
“
リ
ケ
ジ
ョ
”
の
成

果
が
、
世
界
を
駆
巡
っ
た
。
小
保
方
晴
子

さ
ん
率
い
る
研
究
者
（
神
戸
の
理
化
学
研

究
所
）
が
「
万
能
細
胞
」（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
）

を
新
手
法
で
作
っ
た
世
界
的
発
見
で
あ
る
。

小
保
方
さ
ん
の
気
取
ら
な
い
さ
ら
り
と
し

た
発
表
は
印
象
的
で
、
研
究
室
の
割
烹
着

姿
と
と
も
に
日
本
人
的
で
あ
る
。“
ス
ト
レ

ス
に
よ
っ
て
若
返
る
細
胞
”
の
未
来
は
、リ

ケ
ジ
ョ
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
の
再
生
医
療

等
の
大
き
な
星
で
あ
る
。

�

　
（
Ｔ
）

 

「
科
学
と
芸
術
は
全
世
界
に
属
す
る
。

　
　

こ
の
二
つ
の
前
で
は
、

　

 　

民
族
性
の
障
壁
は
消
え
て
し
ま
う
」

　
　
　
　
　
（
ゲ
ー
テ　

ド
イ
ツ
の
詩
人
）

一

筆

1
月
の
会
と
催
し

▽
6
日
＝
2
0
1
4
年
年
賀
交
歓
会

▽
7
日
＝
県
人
権
対
策
協
議
会
平
成
25
年

年
賀
交
歓
会

▽
10
日
＝
「
町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
2
0
1

　

4
」
商
談
会

▽
11
日
＝
「
町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
2
0
1

　

4
」（
12
日
ま
で
）

▽
14
日
＝
平
成
25
年
度
議
長
研
修
会
（
国

際
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
研
修
受
講
）（
15
日

ま
で
）

▽
15
日
＝
町
村
議
会
の
制
度
・
運
営
に
関

す
る
検
討
委
員
会
幹
事
会
、
公
務
災
害

連
合
会
連
絡
会
議

▽
16
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
連
絡
調

整
会
議
、
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会

幹
事
会
、
同
会
長
・
事
務
局
長
懇
談
会

▽
17
日
＝
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
第

23
回
定
期
総
会
、
㈶
全
国
市
町
村
振
興

協
会
評
議
員
会

▽
21
日
＝
自
治
体
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
講
座

▽
22
日
＝
「
創
ろ
う
！
シ
ル
バ
ー
セ
ー
フ

テ
ィ
愛
媛
」
推
進
会
議
、
全
国
町
村
会

政
策
調
整
会
議
、
全
国
町
村
議
会
議
長

会
正
副
会
長
と
の
意
見
交
換
会

▽
23
日
＝
全
国
町
村
会
正
副
会
長
、（
一

般
）全
国
自
治
協
会
理
事
会
、全
国
町
村

職
員
生
活
協
同
組
合
理
事
会
、
全
国
町

村
会
理
事
会
、
都
道
府
県
会
長
会
、
都

道
府
県
町
村
会
正
副
会
長
交
流
会

▽
24
日
＝
全
国
退
職
手
当
組
合
協
議
会
代

表
者
会
議
、
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会

財
政
委
員
会
、
全
国
山
村
振
興
連
盟
支

部
事
務
局
長
会
議

▽
25
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
第
4
回
全
員
連

絡
会

▽
29
日
＝
愛
媛
県
農
業
会
議
1
月
定
例
常

任
会
議
員
会
議

▽
30
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会
、
第
12
回
え
ひ
め
笑
顔
の
助
け
合

い
基
金
運
営
委
員
会
、
平
成
25
年
度
県

と
市
町
の
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
連
絡
会

▽
31
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
第
2

回
定
例
会

編
集
後
記

　

年
末
に
見
た
映
画
に
触
発
さ
れ
て
、
あ

ら
た
め
て
「
坂
の
上
の
雲
」
を
読
み
直
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
日
露
戦
争
の
開
戦
か
ら
1
1
0

年
目
に
当
た
る
年
で
す
。
こ
の
小
説
に
は
、

当
時
、
弱
小
国
日
本
が
国
家
の
存
亡
を
賭

け
て
英
知
を
絞
り
、
時
代
に
立
ち
向
か
っ

た
明
治
の
群
像
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て

い
ま
す
。
断
っ
て
お
き
ま
す
が
、
僕
は
戦

争
を
肯
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で

す
よ
、
念
の
た
め
。

　

歴
史
を
振
り
返
る
と
き
、
我
が
国
は
世

界
で
も
類
の
な
い
経
済
発
展
を
遂
げ
、
平

和
で
安
定
し
た
国
家
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
道
程
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
く
、

時
代
に
生
き
た
人
々
の
ご
労
苦
に
心
か
ら

感
謝
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

　

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
は
、先
人
が
築
い

た
こ
の
平
和
と
繁
栄
を
維
持
す
る
と
と
も

に
、次
代
に
引
き
継
ぐ
責
務
が
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
、年
の
初
め
に
考
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。
柄
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。

◇

♪
春
に
な
れ
ば　

し
か
ご（
氷
）も
と
け
て

　
　

ど
じ
ょ
っ
こ
な
ど　

ふ
な
っ
こ
な
ど

　
　

よ
る
が
あ
け
た
と　

お
も
う
べ
な
♪

　

聞
き
覚
え
の
あ
る
方
が
少
な
く
な
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
昔
懐
か
し
い
東
北

地
方
の
わ
ら
べ
歌
で
す
。
冬
か
ら
春
を
待

つ
季
節
の
移
ろ
い
が
よ
く
で
て
い
ま
す
。

明
日
か
ら
2
月
、
如
月
で
す
。

◇

　

年
々
、
作
業
効
率
が
落
ち
て
き
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
関
係
す

る
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
な
が
ら
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、

格
別
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。


